















叉神経節を興奮させ V1，V2 領域のサテライトグリア細胞に glial fibrillary acidic protein
（GFAP）の発現を誘導させる．これまで，疼痛を定量評価可能な動物モデルを用いて，矯正力負
荷に伴う疼痛の緩和方法を検討してきた．本モデルでのTransient Receptor Potential Vanilloid 
1（TRPV1）拮抗薬の腹腔内投与や歯周組織へのレーザー照射は，矯正力負荷で生じる開口反射と















れた．本学大学院歯学研究科 湯川 未郷に対する最終試験は，2020 年 12 月 25 日，主査 須田 
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